
中
京
大
学
図
書
館
は

『

源
氏
物
語』

｢
若
菜
上
・
若
菜
下
・
橋
姫
・
総
角
・
早

蕨｣

の
五
冊

(

１)

を
所
蔵
す
る
。
こ
の
中
京
大
学
図
書
館
蔵

『

源
氏
物
語』

(

以
下
中

京
大
本
と
称
す
る)

は
、
天
理
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る

『

源
氏
物
語』

二
種

(

以
下
そ
れ
ぞ
れ
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
と
称
す
る)
と
一
致
す
る
本
文
が
多
く
、

別
本
の
中
で
も

｢

同
系
統｣

で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
中
京
大
本
及
び

麦
生
本
・
阿
里
莫
本
の
異
同
を
網
羅
的
に
比
較
す
る
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が

(

２)

、

三
本
の
関
係
に
つ
い
て
は
い
ま
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

藤
本
孝
一
氏
は
、｢

透
過
光｣

の
手
法
を
用
い
て
、
大
島
本
の
改
変
過
程
を
明

ら
か
に
さ
れ
た

(

３)

。
そ
の
成
果
を
も
と
に
前
稿
で
は
、
大
島
本
が
夕
霧
の
官
位
に

｢

左
大
臣｣

と
あ
る

｢

左｣

の
部
分
を

｢

右｣

に
改
変
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た

(

４)

。

こ
う
し
た
意
図
的
に
行
わ
れ
た
改
変
は
、
誤
読
や
目
移
り
な
ど
に
よ
っ
て
意
図
せ

ず
に
変
わ
っ
た
本
文
の
変
化
と
は
区
別
し
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
本
稿
で

は
、
夕
霧
の
官
位
に
着
目
し
て
、
こ
の
三
本
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

一

阿
里
莫
本
は

｢

紅
梅｣

以
降
の
巻
が
揃
っ
て
い
る
が
、
中
京
大
本
・
麦
生
本
に

は
欠
巻
が
あ
る
。
そ
こ
で

｢

紅
梅｣

以
降
の
巻
に
つ
い
て
、
現
存
す
る
巻
に
は

｢

○｣

、
夕
霧
の
官
位
が
表
記
さ
れ
て
い
る
巻
に
は

｢

◎｣

を
付
し
、｢

◎｣

の
箇

所
に
つ
い
て
、
夕
霧
の
官
位
の
異
同
を
検
討
す
る

(

５)

。

夕
霧
の
官
位
が
記
さ
れ
た
箇
所
に
つ
い
て
、
夕
霧
が

｢

右
大
臣｣

で
あ
る
か

｢

左
大
臣｣

で
あ
る
か
を
表
で
示
す
。
漢
字
・
仮
名
の
別
、｢

大
臣｣

｢

大
殿｣

｢

お

64

三
五

紅
梅

竹
河

橋
姫

椎
本

総
角

早
蕨

宿
木

東
屋

浮
舟

蜻
蛉

手
習

夢
浮
橋

計

中
京
大
本

○

◎

◎

３

麦
生
本

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

○

８

阿
里
莫
本

◎

◎

○

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

�

右
大
臣
と
左
大
臣

中
京
大
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て

藤

井

日
出
子



と
ゝ｣

な
ど
の
表
記
の
相
違
に
関
わ
ら
ず
、｢

右
大
臣｣

は

｢

右｣

、｢

左
大
臣｣

は
｢

左｣

と
す
る
。｢

右｣
｢

左｣

の
表
記
を
欠
く
箇
所
は

｢

△｣

、
欠
巻
な
ど
で

そ
の
部
分
を
欠
く
箇
所
は

｢

／｣

を
付
し
た
。
加
筆
の
あ
る
箇
所
は
前
後
を
区
別

し
た
。
参
考
の
た
め
に
大
島
本
・
肖
柏
本
・
日
大
本
・
河
内
本
の
大
島
本

(

以
下

河
内
本
と
称
す)
の
四
本

(

６)

を
加
え
、
一
覧
の
便
を
考
慮
し
て

『

大
成』

の
頁
・
行

を
記
し
た
。

阿
里
莫
本
は
、
�(

総
角)

で
は

｢

右
の
大
将
殿｣

、
�(

宿
木)

で
は

｢

右

大
将
殿｣

と
す
る
が
、
本
文
の
内
容
か
ら
�
・
�
と
も
に
夕
霧
を
さ
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る

(

７)

。
そ
こ
で
こ
の
二
箇
所
と
も

｢

右
大
臣｣

と
し
て
扱
う

(

８)

。
ま

た
阿
里
莫
本
は
、
�(

蜻
蛉)

で
は
本
文
は

｢

右｣

で
あ
る
が
、｢

左｣

と
書
入

れ
が
あ
る
。
内
容
的
に
は

｢

左
大
臣｣

と
あ
る
べ
き
箇
所
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

も
と
の
状
態
を
示
す
本
文
の

｢

右｣

に
従
う
。

こ
の
表
か
ら
、
中
京
大
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
の
三
本(

以
後
三
本
と
称
す)
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三
六

大
成

大
島
本

肖
柏
本

日
大
本

大
島
本(

河)

阿
里
莫
本

麦
生
本

中
京
大
本

番
号

巻

頁
・
行

前

後

前

後

１

紅
梅

一
四
四
八
・
９

左

右

左

右

右

△

△

／

２

紅
梅

一
四
五
一
・
�

左

右

左

右

右

右

右

／

３

紅
梅

一
四
五
六
・
７

左

右

左

右

右

右

右

／

４

竹
河

一
四
六
四
・
３

右

右

右

右

右

右

／

５

竹
河

一
四
六
五
・
５

右

右

右

右

右

右

／

６

竹
河

一
四
六
七
・
２

右

右

右

右

右

右

／

７

竹
河

一
四
六
七
・
８

右

右

右

右

右

右

／

８

竹
河

一
四
八
三
・
９

右

右

右

右

右

右

／

９

竹
河

一
四
八
八
・
４

右

右

右

右

右

右

／

�

竹
河

一
四
八
九
・
�

右

右

右

右

右

右

／

�

竹
河

一
四
九
一
・
�

右

右

右

右

右

右

／

�

竹
河

一
四
九
二
・
８

右

右

右

右

右

右

／

�

竹
河

一
四
九
七
・
６

左

左

左

左

左

左

／

�

竹
河

一
五
〇
〇
・
１

左

左

左

左

左

左

／

	

竹
河

一
五
〇
〇
・
�

左

左

左

左

左

左

／




椎
本

一
五
四
七
・
６

右

右

右

右

左

左

／

�

総
角

一
六
三
四
・
８

左

左

右

右

右

／

右

�

総
角

一
六
三
六
・
１

左

左

右

右

右

／

右




総
角

一
六
四
二
・
�

左

左

右

右

右

／

右

�

総
角

一
六
四
八
・
１

左

左

右

右

／

／

／

�

総
角

一
六
五
一
・
�

左

左

右

右

※右

／

右

�

早
蕨

一
六
九
一
・
５

左

左

右

右

右

右

右

�

宿
木

一
七
〇
五
・
�

左

右

左

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
〇
八
・
２

左

右

左

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
一
七
・
６

左

右

左

右

△

右

／

／

�

宿
木

一
七
二
〇
・
７

左

右

左

右

左

※右

／

／

�

宿
木

一
七
七
〇
・
４

右

右

右

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
七
〇
・
�

左

右

左

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
七
三
・
２

左

右

左

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
七
七
・
４

左

右

左

右

左

右

／

／

�

宿
木

一
七
八
〇
・
８

左

右

左

右

左

右

／

／

�

東
屋

一
八
〇
六
・
８

左

右

左

右

左

右

／

／

�

東
屋

一
八
二
三
・
１

左

右

左

右

右

右

／

／

�

浮
舟

一
八
六
六
・
７

／

／

左

右

右

左

右

／

�

浮
舟

一
八
七
一
・
３

／

／

左

右

右

左

右

／

�

浮
舟

一
八
六
九
・
�

／

／

左

右

右

左

※

／

�

蜻
蛉

一
九
六
六
・
�

左

右

左

右

右

左

左

／

�

蜻
蛉

一
九
七
〇
・
３

左

右

左

右

右

左

左

／

�

蜻
蛉

一
九
七
六
・
９

左

右

左

右

右

右

左

右

／

�

手
習

二
〇
二
六
・
４

左

右

左

右

右

左

／

／

 

手
習

二
〇
四
四
・
４

左

右

左

右

右

左

／

／



に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
は
、｢

浮
舟｣

を
除
い
て
一
致
し
、
他
の
四
本
と
は
異
な

る
こ
と
が
分
か
る
。
三
本
が
こ
れ
ま
で
別
本
と
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
首
肯
さ
れ
る
。

そ
こ
で
三
本
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。

｢

紅
梅｣
以
降
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
を
概
観
す
る
。
三
本
に
お
い
て
夕
霧
の

官
位
は
、｢

紅
梅｣
か
ら

｢

右
大
臣｣

で
始
ま
り
、｢

竹
河｣

巻
末
に

｢

左
大
臣｣

に
昇
進
す
る
。
そ
の
後

｢

椎
本｣

ま
で
は

｢

左
大
臣｣

で
あ
る
が
、｢

総
角｣

か

ら｢

早
蕨
・
宿
木
・
東
屋｣
ま
で
降
格
記
事
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず｢

右
大
臣｣

と
さ
れ
、
昇
進
記
事
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず｢

蜻
蛉｣

以
降
は
再
び｢

左
大
臣｣

と
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
巻
を
、
次
の
四
項
に
分
け
て
検
討
す
る
。

ア

｢

紅
梅｣

か
ら

｢

椎
本｣

イ

｢

総
角｣

か
ら

｢

東
屋｣

ウ

｢

蜻
蛉｣

か
ら

｢

手
習｣

エ

｢

浮
舟｣

ア

｢

紅
梅｣

か
ら

｢

椎
本｣

｢

竹
河｣

巻
末
に
は

｢

右

(

大
臣)

は
左

(

大
臣)

に｣

と
す
る
夕
霧
の
昇
進

記
事
が
あ
る
。
三
本
は
昇
進
記
事
ま
で
夕
霧
を

｢

右｣

大
臣
、
以
後

｢
椎
本｣

ま

で

｢

左｣

大
臣
と
す
る
。
三
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
は
本
文
の
内
容
に
一
致
し

て
い
る
が
、
他
の
諸
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
夕
霧
の
官
位
に
着
目

す
る
と
、
三
本
が
独
自
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
三
本
は
薫
の
昇
進
に
つ

い
て
も
、｢

竹
河｣

巻
末
に

｢

此
ほ
か
中
将
は
中
納
言
に｣

と
す
る
他
の
諸
本
に

は
見
ら
れ
な
い
独
自
の
記
事
を
載
せ
る

(

９)

。
こ
の
記
事
で
は

｢

中
将｣

と
さ
れ
る
人

物
を
特
定
で
き
な
い
。
し
か
し

｢

椎
本｣

に

｢

宰
相
中
将
そ
の
秋
の
比
中
納
言
に

成
給
ぬ｣

と
す
る
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
薫
が

｢

中
納
言｣

に
昇
進
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
三
本
は
夕
霧
の
官
位
の
み
な
ら
ず
、
薫
の
昇
進
記
事
に
お

い
て
も
、
他
の
諸
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

イ

｢

総
角｣

か
ら

｢

東
屋｣

こ
の
部
分
で
は
、
三
本
は
一
貫
し
て
夕
霧
を

｢

右｣

大
臣
と
す
る
。
こ
の
部
分

を

｢

右｣

と
す
る
本
文
は
他
の
諸
本
に
も
見
ら
れ
る
。
日
大
本
な
ど
を
始
め
と
し

て
諸
本
が
三
本
と
同
様
に
こ
の
部
分
を

｢

右｣

大
臣
と
し
て
い
る
。
一
方
、
大
島

本
・
肖
柏
本
・
書
陵
部
本
な
ど｢

左｣

大
臣
と
す
る
本
文
も
多
く
、
本
文
が｢

右｣

｢

左｣

に
分
か
れ
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
部
分
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
本

と
他
の
諸
本
と
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
諸
本
の
関

係
を
検
討
す
る
際
の
手
掛
か
り
と
な
る
。
注
目
す
べ
き
部
分
で
あ
る
。

ウ

｢

蜻
蛉｣

か
ら

｢

手
習｣

こ
の
部
分
で
は
三
本
は
再
び
夕
霧
を

｢

左｣

大
臣
と
す
る
が
、
他
の
諸
本
に
お

い
て
も
、｢

左｣

大
臣
と
す
る
本
文
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
三
本
は
こ
の
�

(

蜻
蛉)

の
み

｢

右
の
大
殿｣

と
し
て
い
る
。
こ
こ
は
明
ら
か
に
夕
霧
を
さ
し
て

い
る
こ
と
か
ら

｢

左｣

大
臣
と
す
べ
き
箇
所
で
あ
る
。
こ
の

｢

蜻
蛉
・
手
習｣

の

部
分
に
つ
い
て
、
夕
霧
を

｢

左｣

大
臣
と
す
る
本
文
は
、
大
島
本
・
肖
柏
本
・
書

陵
部
本
に
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
�
の
み
な
ら
ず

｢

蜻
蛉
・
手
習｣

全
て
が

｢

左｣

大
臣
で
あ
る
。
し
か
る
に
三
本
は
�
の
み
を

｢

右｣

大
臣
と
し
、｢

左｣

大

臣
と
す
る
本
文
と
矛
盾
し
て
い
る
。
こ
の
矛
盾
し
た
表
記
が
三
本
に
の
み
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
三
本
が
独
自
の
本
文
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
既
に
述
べ
た

よ
う
に
、
本
文
の
内
容
に
矛
盾
す
る
�
の

｢

右｣

に
阿
里
莫
本
に
は

｢

左｣

と
傍

書
が
あ
る
。
�
に

｢

左｣

と
注
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
阿
里
莫
本
の
性
格
を
考

察
す
る
う
え
で
注
視
さ
れ
る
。
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エ

｢

浮
舟｣

｢
浮
舟｣

の
巻
は
、
現
存
す
る
麦
生
本
と
阿
里
莫
本
と
で
夕
霧
の
官
位
表
記
が

異
な
る
。
す
な
わ
ち
阿
里
莫
本
は
�
・
�
・
�
の
三
箇
所
と
も

｢

左｣

大
臣
、
麦

生
本
は
�
・
�
の
二
箇
所
で

｢

右｣

大
臣
、
�
で

｢

右
大
将｣

と
す
る
。
三
本
に

お
け
る
夕
霧
の
官
位
表
記
が
相
違
す
る
の
は
こ
の
部
分
の
三
箇
所
の
み
で
あ
る
。

こ
の
巻
に
つ
い
て
は
、
夕
霧
の
官
位
以
外
の
要
素
も
加
え
て
改
め
て
検
討
し
た
い
。

二

こ
れ
ま
で
検
討
し
た
こ
と
か
ら
、
中
京
大
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
の
三
本
は
、

相
互
に
き
わ
め
て
近
い
関
係
に
あ
り
、
他
の
諸
本
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。
ま
た
夕
霧
の
官
位
で
は
な
い
が
、
三
本
の
み
が
一
致
す
る
箇
所
が

｢

総
角｣

に
見
ら
れ
る
。
麦
生
本
は
こ
の
巻
を
欠
く
。
現
存
す
る
中
京
大
本
・
阿

里
莫
本
と
も
に
�
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
を
欠
く
が
、
こ
の
部
分
の
官
位
を
欠
く

の
は
こ
の
二
本
の
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
二
本
は
と
も
に
、
�
を
含
む
前
後
の

本
文
を

『

大
成』

で
九
行
分

(

一
六
四
七
・
�
か
ら
一
六
四
八
・
６)
欠
く
が
、

こ
の
欠
落
部
分
も
こ
の
二
本
の
み
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
に
も
、
他
の
諸
本
に
は

見
ら
れ
な
い
欠
落
箇
所
が
中
京
大
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
に
散
見
す
る

(

�)

。
こ
の

よ
う
に
三
本
の
み
が
一
致
し
て
欠
落
し
て
い
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の

三
本
は
他
の
諸
本
と
は
異
な
る
本
文
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

注(

１)
『

中
京
大
学
図
書
館
蔵
国
書
善
本
解
題』

(

中
京
大
学
図
書
館

一
九
九
五
・
３)

。

(

２)

岡
嶌
偉
久
子
氏｢

中
京
大
学
図
書
館
蔵『

源
氏
物
語』

に
つ
い
て

麦
生
本
・

阿
里
莫
本
と
の
関
係

｣
(『

中
京
大
大
学
図
書
館
学
紀
要』

第
�
号

一
九
九

二
・
３)

な
ど
。

(

３)
｢

大
島
本
の
写
本
的
性
質｣

(『

源
氏
物
語
千
年
の
か
が
や
き』

国
文
学
研
究
資
料

館
編

立
川
移
転
記
念
特
別
展
示
図
録

思
文
閣

一
九
九
九
・
�)

。

(

４)
｢

右
大
臣
と
左
大
臣

大
島
本
に
お
け
る
夕
霧
の
官
位
表
記
を
め
ぐ
っ
て

｣
(『

国
際
教
養
学
部
論
叢』

第
１
巻

第
２
号

中
京
大
学
国
際
教
養
学

部

二
〇
〇
九
・
３)

。

(

５)

�(

宿
木)

に
つ
い
て
、『

弄
花
抄』

・『

細
流
抄』

(『

源
氏
物
語
古
注
集
成』)

は
そ
れ
ぞ
れ

｢

竹
河
昇
進
の
こ
と
く
な
ら
は
右
大
臣
は
紅
梅
也
不
然
右
大
臣
誰
共

な
し
可
案
云
々｣

・｢

紅
梅
大
臣
な
る
へ
し
竹
河
の
昇
進
に
み
え
た
り｣

と
し
て
夕

霧
と
は
別
人
と
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
検
討
対
象
か
ら
外
す
。

(

６)

大
島
本
は
藤
本
孝
一
氏
の
調
査
に
基
づ
き
、
前
後
を
区
別
し
た
、
肖
柏
本
は
天

理
大
学
図
書
館
蔵
本
・
日
大
本
は

『

日
本
大
学
蔵
源
氏
物
語』

(

八
木
書
店)

・
河

内
本
は
中
京
大
学
図
書
館
蔵
本
に
よ
る
。
同
本
に
つ
い
て
は
前
掲
注

(

１)

に
詳

し
い
。
な
お
日
大
本
は
	(

宿
木)

は

｢

左｣

に

｢

右
イ｣

と
あ
る
。

(

７)


(

総
角)

で
阿
里
莫
本
は

｢

右
の
大
将
殿
わ
た
り
の
事
大
宮
も｣

と
す
る
。

ま
た
�(

宿
木)

で

｢

右
大
将
殿
に
は
六
条
院
の
ひ
ん
か
し
の
お
と
ゝ
み
か
き
し

つ
ら
ひ
て
か
き
り
な
く
よ
ろ
つ
と
ゝ
の
へ
て
ま
ち
聞
え
給
に｣

と
す
る
。

(

８)

阿
里
莫
本
は
、｢

右
大
臣｣

を

｢

右
の
大
井
殿｣

あ
る
い
は

｢

右
大
井
殿｣

と
表

記
す
る
箇
所
が
多
い
。
ま
た

｢

大
将
殿｣

の

｢

将｣

の
文
字
は
殆
ど
の
場
合
楷
書

で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
る
に


・
�
の

｢

将｣

の
字
は
草
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。

あ
る
い
は

｢

井｣

の
草
体
が

｢

将｣

と
紛
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

(

９)
｢

竹
河｣

巻
末
の

｢

左
は
右
に｣

の
部
分
に
諸
本
の
異
同
は
な
い
が
、｢

此
ほ
か

中
将
は｣

の
部
分
は
保
坂
本
が
一
致
し
、
他
の
諸
本
に
は

｢

こ
の
薫
中
将
は｣

、

｢

椎
本｣

の

｢

宰
相
中
将
そ
の
秋
の
比
中
納
言
に
成
給
ぬ｣

の
部
分
に
諸
本
の
異
同

は
な
い
。

(

�)
中
京
大
本
・
麦
生
本
・
阿
里
莫
本
の
三
本
が
一
致
し
て
欠
落
す
る
箇
所
に
つ
い

て
は
別
稿
に
譲
る
。
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